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西武新宿線上石神井駅近くの踏切 =東京都練馬区で

住
民
「切
り
離
し
て
議
論
を
」

練
馬
区
あ
す
協
議
会

東
京
都
練
馬
区
内

の
西
武
新
宿
線
の
立
体
化
と
都
道

整
備
を
セ

ツ
ト
で
実
現
を
目
指
す
区
の
方
針
に
、
住
民

区
の
担
当
課
は

「西
武
新
宿

線
の
立
体
化
と
道
路
整
備
を
併

せ
て
行
わ
な
い
と
、
ま
ち
づ
く

り
が
進
ま
な
い
」
と
説
明
。
区

は
二
十
五
日
に

「西
武
新
宿

線
立
体
化
促
進
協
議
会
」
を
立

ち
上
げ
、
事
業
主
体
の
西
武
鉄

道
や
都
に
早
期
実
現
を
求
め

る
。沿
線
町
会
や
商
店
会
、
小
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
約
五
十
団
体

の
会
長
ら
に
賛
同
を
呼
び
掛
け

て
お
り
、
協
議
会
に
は
約
二
十

団
体
の
会
長
ら
が
参
加
す
る
見

か
ら
反
発
の
声
が
出

て
い
る
。
街
の
分
断
や
渋
滞
を
解

消
す
る
立
体
化
を
望
む
声
は
強
い

一
方
、
都
道
整
備
で

は
多
く
の
住
民
が
立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
る
た
め
だ
。
反

対
派

は

「
切

り
離

し

て
議
論

す

べ
き
だ
」
と
し

て
い

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
杉
戸
祐
子
）

通
し
。
区
は
、
区
内
を
東
西
に
走
る

西
武
新
宿
線
井
荻
―
東
伏
見
駅

付
近
の
立
体
化

（地
下
化
ま
た

は
高
架
化
）
と
併
せ
、
東
大
泉

―
世
田
谷
区
北
鳥
山
間
の
九

ロ
キ

を
南
北
に
走
る
都
道

「外
環
の

２
」
な
ど
の
整
備
を
目
指
し
て

い
る
。
区
に
よ
る
と
、
西
武
新
宿
線

は
区
内
に
十
三
カ
所
の
踏
切
が

あ
る
。
交
通
渋
滞
や
踏
切
事
故

の
危
険
が
あ
る
ほ
か
、
地
域
を

分
断
し
て
お
り
、
立
体
化
を
求

師
Ш

し
掛
調
酌
虚

「
刺
剌
畑
Ｍ
奪
駐
矯
醜
康

（
の
鍵
曝
巌
潮
蹴

の
下
を
通
る

一
般
道
路
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。
２
０
０
７
年

に

外
環
道
の
練
馬
―
世

田
谷
間
を
地
下
に
建
設
す
る
よ
う
東
京
都

の
都
市
計
画
が
変
更
さ
れ
た
が
、
外
環
の
２
を
地
上
に
造
る
計

画
は
残

っ
た
。

め
る
住
民
は
多
い
。　
一
方
、
都

道
の
建
設
計
画
地
に
か
か
る
元

関
町

一
丁
目
町
会
は
二
十

一

日
、

「立
体
化
計
画
は
喜
ぶ
べ

き
こ
と
だ
が
、
都
道
の
整
備
促

進
を
前
提
に
す
る
こ
と
に
は
反

対
」
と
し
た
申
し
入
れ
書
を
区

に
提
出
し
た
。

西
武
新
宿
線
沿
線
の
下
石
神

丼
の
町
会

「あ
や
め
会
」
会
長

の
松
浦
康
夫
さ
ん
後
じ
も

「都

道
の
必
要
性
や
妥
当
性
の
判
断

は
分
か
れ
て
い
る
。
多
く
の
住

民
が
望
ん
で
い
る
立
体
化
と
セ

ッ
ト
で
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
」
と
批
判
す
る
。

協
議
会
の
結
成
大
会
は
二
十

五
日
午
後
二
時
か
ら
、
区
立
上

石
神
井
小
学
校
で
。

開
始
前
に
は
会
場
前
で
、
都

道
に
反
対
す
る
区
民
ら
で
つ
く

る

「と
め
よ
う

『外
環
の
２
』

ね
り
ま
の
会
」
の
村
山
敦
子
事

務
局
長
食
９
ら
が
、
ビ
ラ
配
布

な
ど
の
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
す

る
。


